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　６月６日、県安全運転管理協議会の総会において、
同コンクールの表彰式が行われました。
　同コンクールは、交通事故防止に向けた研修会
を実施するなど、事業所における交通安全意識の
高揚に向けた取り組みを評価するものです。
　市内からは、㈱クリーン春日（最優秀事業所）と、
春日市役所（優良事業所）の２事業所が表彰されまし
た。

▲表彰を受ける㈱クリーン春日の藤
ふじわら

原代表取締役（右）

交通事故のない明るい地域社会づくりを目指して

第43回交通事故防止コンクールで表彰

　6月8日、総合スポーツセンター温水プールで、
水泳の普及促進と市民の健康増進を目的として同
大会が開催されました。7歳から83歳までの約100
人が出場し、自由形などの個人種目や、リレーなど、
年齢区分ごとの60種目で白熱したレースが展開さ
れました。なお、同大会の結果を踏まえ、８月17日
に北九州市で開催される第68回県民スポーツ大会
の選手が選考されます。

▲勢いよく飛び込む選手たち

各自が練習の成果を発揮

第54回春日市水泳大会

　5月29日、春日東中学校で交通安全教育の一環
として、プロのスタントマンによる自転車や自動車
の衝突事故の再現が行われました。事故の恐ろしさ
を体感的に理解することで、交通安全意識の向上を
図ることを目的としたものです。
　生徒たちは事故の衝撃の大きさに驚き、「行動を
見直すきっかけとなった」、「普段からきちんと交通
ルールを守りたい」といった声が聞かれました。

▲自転車と自動車の衝突事故を再現

見て、感じて、考える

スケアード･ストレート方式交通安全教室

　５月31日と６月７日の２回にわたり、同ワークショッ
プ「上白水の歴史を知ろう！伝えよう！」を開催しまし
た。
　１日目は市郷土史研究会会長の寺

て ら さ き

﨑直
な お と し

利さんの
案内で、上白水地区を散策。２日目は散策で感じた
ことや地元の逸話を白地図に書き込みました。
　なお、このマップをデータ化し、10月から市ウェ
ブサイト（ 1013064）で公開する予定です。

▲参加者同士で話し合いながらマップを作成

上白水地区の歴史に触れる

文化財マップ作りワークショップ開催
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　６月14日・15日、ふれあい文化センターで、市
文化協会による同芸術祭が開催されました。
　絵画や陶芸などの展示の他、お茶会や香道体験
などが行われ、訪れた人たちはさまざまな文化芸術
に触れ、思い思いに楽しみました。
　ホールでは器楽演奏やダンス、古典芸術など、
子どもから高齢者まで幅広い世代が出演。観客か
らは惜しみない拍手が送られました。

▲元気いっぱいにダンスを披露

ありがとう。～想いを込めて～

第33回かすが芸術祭

　６月19日、市消防団副団長の白
し ろ う ず

水隆
り ゅ う じ

二さんが井
い の

上
う え

市長を訪問し、令和７年春の褒章で藍綬褒章を受
章したことを報告しました。多年にわたる消防業務
の功労が評価されたものです。
　市長は「受章を心から祝福し、敬意と感謝の気持
ちを伝えたいと思います」と祝辞を述べ、白水さんは

「今後も市民の安全が確保できるよう、消防団活動
に努めます」と決意を述べました。

▲白水さん（右）と市長

多年にわたり消防団員として尽力

藍
ら ん じ ゅ

綬褒章受章を報告

　６月14日、アクロスモール春日で「フェムケアデイ
ＫＡＳＵＧＡ～みんなで学ぶ『セイリ』のはなし」を開催
しました。生理などの女性の健康課題について、自
分自身や家族、パートナーと一緒に考えてもらうこ
とを目的としたものです。
　講演の他、展示・体験コーナーも設置。家族連
れの来場も多く、参加者は「子どもに正しい知識を
伝えるきっかけになった」と話していました。

▲楽しみながら正しい知識を身に付ける

女性の健康課題をみんなで考える

フェムケアデイＫ
カ ス ガ

ＡＳＵＧＡ

　６月17日、同消防署で人命救助に対する感謝状
贈呈式が行われました。白水大池公園の池で溺れ
ている女性を発見した後

ご と う

藤　煇
あつし

さん、宮
み や ざ き

﨑智
と も こ

子さ
ん、小

こ や ま

山隆
り ゅ う じ

二さんが女性を引き上げ、平
ひ ら し ま

島陽
よ う こ

子さ
んが消防に連絡。到着するまでの間は４人で女性を
さするなどして温めました。後藤さんは「助かって良
かった。こういう時はばか力が出るんですね」と当時
の状況を語りました。

▲前列左から後藤さん、宮﨑さん、小山さん、平島さん

春日･大野城･那珂川消防本部から感謝状贈呈

４人で連携し人命救助
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　6月29日、ふれあい文化センターで同大会が行
われ、日頃から見守り活動などに従事している自治
会や関係団体など約370人が参加しました。
　犯罪者の視点から防犯を考える講演や、県警察
音楽隊の演奏演技による啓発などにより、さらなる
防犯意識の向上を図りました。最後に、暴力追放
宣言やシュプレヒコールを行い、暴力団追放に向け
て全員で一致団結しました。

▲力強いシュプレヒコール

安全安心なまちづくりの推進に向けて

第20回地域安全市民のつどい・暴力追放決起大会

　７月８日、同隊として東ティモール民主共和国に
派遣される嘉

か む ら

村潔
き よ た か

高さんが、市役所で井
い の う え

上市長に
出国の事前報告を行いました。
  高校の教員としての経験を生かし、現地で日本語
の指導を行う嘉村さん。「日本の文化やマナーを紹
介して、日本と福岡県の魅力を広めたい。そして経
験を積んで、将来は人の成長に携わる仕事をしたい」
と力強く夢を語りました。

▲嘉村さん（右）と市長

Ｊ
ジ ャ イ カ

ＩＣＡ海外協力隊として

東ティモールへ派遣

　６月27日、市役所議場で同コンサートを開催しま
した。深みのあるオカリナの音色に、ピアノとパー
カッションの優しく寄り添うような音色が重なり、心
地よく優しいアンサンブルが響きわたりました。
　訪れた観客からは、笑顔とともに大きな拍手が沸
き起こり、「心が温まった」、「とても穏やかな時間を
過ごすことができた」といった感想が寄せられまし
た。

▲和
わ だ

田名
な お こ

保子＋パレットデュオの皆さん

幅広いジャンルの演奏で観客を魅了

音楽の玉手箱サマーコンサート

　７月５日、ふれあい文化センターで、筑紫保護区
保護司会春日支部主催の同大会が開催され、自治
会や学校関係者など約80人が参加しました。
  春日高等学校放送部の生徒による司会進行の下、
藤
ふ じ い

井　卓
たかし

保護司が「更生や再犯防止には地域の力が
必要」と訴え、中学生３人が「犯罪・非行のない地域
社会づくり」などをテーマとした作文を発表。更生
保護などについて考える大会となりました。

▲地域の活動の大切さについて述べる藤井保護司

犯罪のない社会を築くために

第75回社会を明るくする運動推進大会
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